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は し が きパ」

この報告書は、昭和56年度国庫補助事業として、 l九i保国Ij~Hî岡山，片町線忍ケ

丘駅前整備にか、る緊急発掘調査の概要でありますc

この調査は、昭和田年より'支施してまいりました開山市遺跡の第6次調査に

あたるもので、今回の調査地からは、上層より鎌台時代の掘立柱建物跡、 ド層

より古墳時代中期の遺物を包含する大溝Bと、縄文時代晩期の:j:22を包含する

大溝Aが検出されました。

大溝Bからは小形丸底土器・大鉢等土自rli器多数と古式の須恵器が出土してむり、

大溝Aからは縄文晩期の土器片が多ぐ出土し、岡山南第三次調査における大溝

とのつながりを確認することができました O 特に第 3次調査で発見された石鍛

・石斧等の石器は、今回の縄文時代晩期の土器片の出土によりその関連が明確

となりましたし、家主!杭輪のtJ¥土した大溝との関連でより→肝この時期にむけ

る岡山市遺跡の様 fが明らかとなりましたことは今Iglの調査で特筆できるもの

であると思います。

調査に関しましでは、大IltZ府教育委員会のご指導を受け、地誌の岡肝昌三氏

自川謙二氏のご協力をいた Jき深く感謝をけiしあげまれ

四候畷市教育委員会

教育長楼井市文夫
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l.本書は、四篠田草市教育委員会が、昭和56年度国庫補助金事業(総額2，000，000

円、補助率一一国庫50%、府費25%)の交付を受けて担当実施した同様畷市

々岡山所在向山南遺跡の発掘調査事業の概要報告書であるつ

2.調査は、昭和田年7月1日に肴手し昭和57年3月31日まで調査及び整理作

業を行ったっ

稔を担当者とし、3.発掘調査は、問篠田駁市教育委員会社会教育課技師団野島

i青文・東村博生@増由英・林暢.JI[本j成ー前田補助員として、楼井

秀典があたった。

稔・ JI[本三官子・板本;豆美出土遺物の整理・実測などについては、野島

子-一色ルリ子・井上智子・植田真紀・南野智子・金田品子・松岡俊江・飯

塚里都子・樋口博子があたった O

稔が行ったご4.本書の執筆は、野鳥

5.発掘調査の進行・報告書作成などについては、同志社大学.i頼川芳明、大

徹・堀江門也、東大阪市教育委員会・下村晴文、寝阪府教育委員会・井藤

博、畷古文化研究保存会、屋川市教育委員会・塩山 ~IJ之、大東高校・山口

(財)枚方市文化財研究調査会の諸機関、諸氏から種々のご教示木下義秋、

をうけた。明記して厚く感謝の意を表したい。

6.発掘調査の進行については、土地所有者・岡野昌三、南JI[謙二両氏には終

始懇切なご協力をうけることができた。
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岡山南遺跡発掘調査概要@日

I調査に主る

岡山南遺跡は、田健畷市岡山238-1他の府道枚方@富田林。泉佐野線バイパスを中心と

する北は市道忍ヶ丘駅前線から南は市道部屋清滝線に至る約400mの範囲を周知の遺跡と

している。この遺跡のある忍ヶ悶丘陵には、住宅 a スーパーマーケット・工場が寓集して

いく地域であり、今回の調査地は府道バイパスの残地として残されていた場所である。

昭和50年、府道枚方・富田林・泉佐野線新設バイパス工事中に古墳時代中期の土器片を

遺跡パトロール中に発見されたことによって遺跡の存在が知られるようになっ t:.0 

同年10月から11月にかけて、遺跡の範囲及び遺構の保存状態を正確に把握するために第 1

次発掘調査を実施した O その結果、府道新設バイパス予定地全域の市道忍ヶ丘駅前線から

市道蔀厚清滝線内にわいて古墳時代から江戸時代に至る複合遺跡が確認された。

この第 1次発掘調査の結果を大阪府教育委員会を通じ大阪府土木部に連絡がなされ、

阪府土木部@大阪府枚方土木事務所・大阪府教育委員会、四候畷市教育委員会と再三にわ

たり協議をした結果、府道新設バイパス建設に先立ち全面の発掘調査を行うことになった O

バイパス予定地内には生駒山系から派生する 2本の丘陵からなってわり、南側丘陵を昭和

51年3月から 4月に第2次発掘調査とし、 51年7月から10月までを第 3次発掘調査として

それぞれ実施した。

第2次発掘調査地から、約8メ一トル内外と推定される方形ブブcランの竪穴式f住主居跡と、

掘;立古

緊;穴て式{住主居跡lは土調査地の南閥端に検出したものてで、守f規見財+模莫は東南辺で約7.5mでで、、北東辺は約

5 まで測れるのみで全体の大きさは先にも推定で示した通りの規模であろう。

又、掘立柱建物跡の柱穴から須恵器地が完形品で、出土しており、溝状遺構内から須恵器・

土師器が数多く出土している。これらの土器からみて、この第2次発掘調査地は5世紀後

半の遺構のみ検出されている。

第3次発掘調査地区は、第2次発掘調査地区と幅約30メートルの谷を挟んだ北側に位置

する畑地であった。

表土。!日耕土@床土及び、褐色砂質土層の堆積があり、これらを除去・削平した後に、近世

の溜池;[犬遺構@溝状遺構、中世の建物跡・落ち込み状遺構、古墳時代の大海・井戸・土境

;1犬遺構が検出された O 検出された遺構を簡単に説明しておきますと、溝状遺携は東西に走
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行する海5条、南北に走行する溝5条が確認され各溝は互いに直交し連絡さιれている。こ

れらの溝のうち調査地東端にむいて南北に走行する 1条は長さ約29.5メートルで、他の溝

は4~15メートルの規模であった。又、調査地の北限にあった溜池と推定される遺構は、

長径は検出された部分で12メートル、深さ 0.8メートル、底部は殆んど平坦で隅丸方形を

呈している。堆積士内から多量の植物性遺物とともに古墳時代の土師器・近世の陶磁器類

の破片が含まれていた。

第1国 間山甫遺跡調査地位置圏(1/2500)
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溜池状遺構及び溝状遺構の位賓と形状からみて、耕作地に関係するものと考えられる。

調査地区全域において掘立柱建物跡が検出している。検出した柱穴は径約20~40センチ

メートルで\深さ 20~50センチメートルのものであったハ柱穴内からの出土遺物としては、

銅銭「乾元大宝J (958年)をはじめ、瓦器腕・土師lII1・22釜等で建物の時期として13世紀

代の瓦器埼及び土師血・羽釜が出土することからこの時期とみることができる O

この建物跡の下層から延長約35メートル、幅約2~2.5 メートル、深さ約 1 ~1. 2 メートル

のU字状をした大溝が調査地区中央部に逆S字の形で検出した。 i幕内水流は地形と高底差

からみて南から北ヘ向って流れていたもので大溝の肩部から古墳時代後期(6世紀初頭)

の大警が出土し、大溝の最下層の喋層から円筒服輪・ 5本の堅魚、木のもつ切妻造家形埴輪

・朝顔形埴輪・動物形埴輪・蓋形埴輪とともに小形丸底土器・手提ね土器などが多数出土

した。これらの古墳時代中期の続輪や土器類に混って、縄文時代の石鍛・磨製石斧・縄文

式土器や!日石器時代の木葉状尖頭器も出土したことから、第 1次調査において古墳時代か

らの複合遺跡と知られていたが、!日石器時代及び縄文時代を含めた接合遺跡であることが

判明した。

第4次発掘調査は昭和51年11月に府道新設バイパスに大阪瓦斯天然ガス管埋設工事に伴

う謂査を第3次調査地の北端に既設している市道忍ヶ丘駅前線の調査を実施した際、第3

次発掘調査で検出した大溝が府道と市道の接合部において90度に曲り西流していることが

判明した。

大j幕内からの出土遺物として、円筒埴輪・小形丸底土器に出り木製下駄が出土している。

第5次発掘調査は、昭和田年2月から 4月にかけて、第3次発掘調査の西側隣接地にお

いて、四{海部長市開発公社の委託を受けて実施したもので、鎌倉時代末から室町時代にかけ

ての掘立柱建物跡や平安時代の板枠井戸 1基、古墳時代中期の集溶跡、を調査した。

特に井戸内下層から土師質鍋・主要とともに黒色土器地2点が出土して:0'') ，黒色土器底部

に「田内急」と墨書された土器が出土し t::.o他に古墳時代r!l期の掘立柱建物跡が検出し、

遺構函から数多くの円笥j直輪・蓋)移植輪が出土した。

今回の調査は第6次調査として府道バイパスの東隣接地の調査を実施したもので、第3

次発掘調査において検出されている大溝遺構が今回の調査地区に続くことが明らかであっ

た。土地所有者の岡野昌三氏から宅地建設の申請が出されたことによって、国庫補助金事

業として全面発掘調査を実施したものである。
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岡山南遺跡は大阪府四篠田京市岡山に所在する。四篠田室市は大阪府の東北部に位置し、東

部は山間部を経て奈良県に接してわり、西は寝屋川市、南は大東市、北部は交野市に隣接

する東経135038ノ北緯34044'にある。地勢の東半分は生駒山系支派の山地となり、主とし

て第3期層花尚岩によって形成された地質である。北部平坦地は、これら山地から流出さ

れた砂礁による沖積層となっている。

四候畷市のほぼ中央部を南北に通ヒる東高野街道沿いには、中世の掘立柱建物跡@

等の遺構が存在し、又、東西に通じる清滝街道沿いには、中世の清滝@逢阪子軒と呼ばれ

た中世村落として栄えていた。このように陸路交通の要地として重要な位置を占めていた

ことは、原始・古代を通じて同様、文化的先進地域の様相を呈し、多くの遺跡の存在が知

られている。

当遺跡は生駒山系の西側斜面から派生する洪積層の海抜約25mの丘陵地形を利用し

地している。東の生駒山系から流出する水は讃良川。清滝川・権現)11の3河川によって寝

屋川iを経て大阪湾に注いでいる。

今回の調査地は讃良川の左岸と清滝川の右岸のほぼ中間 る所ーから発見されてい

る。

生駒山系の西{日IJ斜面は、生駒山から飯盛山をへて交野ヘ、そして枚方台地へと続いてお

り、北端は八幡丘陵から南は南野丘陵まで、の淀川左岸にほ;がる拡大な丘段@段丘がある。

この枚方台地は大きく北から船措)11・穂、谷)11。天野川@ 11 • 11 .清滝川・権現川

の中づ、j五J川によって開かれたところマゃある。

最近になって!日石器時代の遺跡発見例が数多く認められるようになっ t::0 枚方台地の|日

石器時代遺跡としては、国府期のナイフ形石器。有舌尖頭器・石核 a 翼状長IJ片が出土した

枚方市楠葉東遺跡、現在関西外国語大学テニスコートになっている小倉東遺跡から舟底形

石器が出土し、交北域の山遺跡から国府型ナイフ形石器、田/口山遺跡から小型舟底形石

器、星ケ丘西遺跡から国府型ナイフ形石器@舟底形石器、藤阪南遺跡から

藤阪宮山遺跡から石核@剥片・国府型ナイフ形石器@刃語、津田三ツ地遺跡から国府型ナ

イフ形石器@掻器@槌石・剥片・石核、藤田土井山遺跡から木葉状尖頭、器、鷹塚山遺跡か

らスクレーパが出土している。交野市においては、神宮寺遺跡から握斧・国府型ナイフ形

石器@有舌尖頭器、寝屋川市においては、太秦遺跡でナイフ形石器、高宮遺跡でナイフ形

打ヒ遺跡でナイフ形石器、最後に四候畷市においては、更良岡山遺跡で大形磯器・

国府主!ナイフ形石搭 e 自IJ器・彫器・舟底形石器・チョッパー@細石器、忠、ヵ丘駅前遺跡で

ナイフ形石器・忍段遺跡からナイフ形石器、市山下遺跡から右舌尖頭器、向山南遺跡から

4 



第2図 岡山南遺跡周辺地形遺跡分布図

1.打上遺跡 8. 国守遺跡 16.岡山南遺跡

2.小路遺跡 9.坪井遺跡 17.四候畷小学校内遺跡

讃良川遺跡・讃良寺跡 10.忍ヶ丘駅前遺跡 18.正法寺跡
3. 
更良岡山古墳群 11.南山下遺跡 19.清滝古墳群

4. 四候畷市銅鐸出土地 12.奈良井遺跡 20.国中遺跡

5.北口遺跡 13. 中野遺跡 21.木間遺跡

6.忍ヶ岡古墳 14.墓の堂古墳 22.龍尾寺跡

7.奈良田遺跡 15. 南野遺跡、 23.千畳敷遺跡

木葉状尖頭器、田原遺跡からナイフ形石器がそれぞれ出土している O 枚方台地周辺におい

て旧石器が出土した遺跡は現在のところ20遺跡であり旧石器文化研究上きわめて重要な位

置をしめている。

縄文時代には米粒文・山形文を施した押型文土器を特徴とする土器が出土する交野市神

宮寺遺跡・四候畷市田原遺跡・東大阪市神並遺跡が発掘調査で発見されている。又、枚方
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市穂谷遺跡・大東市寺川堂山においても早期の土器が出土している。

前期には寝屋川市高宮遺跡において出土した縄文式土器は薄手で前期の可能性が出てき

ている。

中期には渦巻文や半裁竹管文をもっ船元式土器を出土する四篠畷市南山下遺跡・砂遺跡、

交野市星田旭遺跡があり、後期・晩期にはほぼ完形の高杯形土器・深鉢形土器・注口土器

-土偶・石器が数多く出土した更良岡山遺跡 清滝古墳群においても石鍛・深鉢形土器が

出土する。

枚方市交北城の山遺跡において滋賀里式系の深鉢形土器を転用した埋窒遺構が発見され

ている。

弥生時代については、四候畷市田原遺跡にわいて畿内第I様式新の壷が出土した。

又、大東市中垣内遺跡より北については現在のところ前期の土器が出土しておらないが、

四候畷市砂及び雁屋地区の低地の調査において今後発見され古代河内湖沿岸の弥生文化空

白部分を埋める資料が発見されると思われる。

中期初頭の畿内第E様式の時期に出現する高地性集落の寝屋川市太秦遺跡や第盟様式~

第百様式に認められる直径11.5mの巨大な竪穴式住居跡をもっ田ノ口山遺跡、交北城の山

遺跡で第E様式から始まる方形周溝墓42基・竪穴式住居跡8棟・土壌・高床式建物跡が検

出された場所は穂谷川水系沿いに立地している。

後期の第V様式になると枚方市・交野市・寝屋川市の淀川左岸地域においては数多く点

在する。代表的なものとしては、小型的製鏡や分銅形土製品が出土した鷹塚山遺跡、六角

形の竪穴式住居跡が発見された山之上天堂遺跡、鹿の絵の線刻した土器が出土した藤田山

遺跡、住居と墓地をV字溝において分離した星ヶ正西遺跡、一棟の竪穴式住居跡から鉄鍛

を含む53個の鉄器片が出土した星ヶ正遺跡があげられる。

古墳時代について見ると、眼下に淀川を見下す水運との関係を考えなければならず、又

8面の鍋鏡を出土した万年寺山古墳、直径25mの円墳と考えられ画文帯環状乳神獣鏡1面

-鋼鉄6本・銭形石製品2個他を出土した藤田山古墳、粘土榔内から硬玉製勾玉・ガラス

製小玉・碧玉製管玉・鉄剣・刀子を出土した交野市妙見山古墳、全長約80mの前方後円墳

で後円部に長さ約6.3m、幅約1mの竪穴式石室を今なお見ることのできる忍岡古墳がある。

交野市の森古墳群から前方後円墳と円墳を含む8基の前期古墳群が確認されており、眼

下に巴形銅器・筒形銅器を出した交野車塚古墳、中期になると枚方市禁野車塚古墳、牧野

車塚古墳、四候畷市墓の堂古墳がある。後期になると生駒山系西麓に数多く分布しており、

特に大東市堂山古墳群・四燦畷市清滝古墳群・更良岡山古墳群・交野市寺古墳群・倉治古

墳群・枚方市中宮古墳群・臼維塚・比丘尼塚・北河内最大の横穴式石室をもっ寝屋川市寝

屋古墳、終末期には国史跡指定されている石ノ宝殿古墳がよく知られている。
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吉墳時代の集落跡の発見は、凶{傑畷市が大半を I~ めている。匹líi傑畷市岡山南遺跡の大溝

内から切妻造りの家形埴輪に 5個の堅魚、*をつけたものや、 fIJ筒梢輪・蓋形埴輪・動物形杭

輪とともに木製下駄も出土している。中里子遺跡においては5世紀後半の製塩土器や最古形

式の須恵器とともに勾玉・臼玉・紡錘車・木製剣が多量の土器とともに出土している。隣

接地の奈良井遺跡には実際に製塩作業を行った石敷製塩炉及びI辺約40mの万形周溝遺構

の祭最E場が持出し、間J喜内から多量の土器とともに手担ね土器・人形土製品ー動物形土製
仁I
LlL1 ~ がそれぞれ一括で出土している。又同一溝内から小型の蒙古系 J需が埋葬され

ていた。古代から中世にかけての遺跡は各市にわいて数多く知られている。
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盟調査概要報告

今回の調査地点は、四候畷市岡山238-1番地で、忍ヶ向丘陵のほぼ中央部に位置し、制

査対象地は昭和50年頃まで畑地であった。

調査は、昭和50年10月府道枚方・富田林・泉佐野線新設バイパス予定地内の遺跡の範罰

及び遺構の保存状態を正確に把握するための第 I次発掘調査でトレンチを設定した際、 F

-06トレンチで第I層耕土、第2層床土、第3層褐色砂質士、第4層褐色砂層となってわ

り、第3層からの遺物として、瓦器境、土師質皿が出土している。もう Iケ所のF-08ト

レンチで第3層からの遺物として、 F-06トレンチ同様に瓦器地・土師質皿、第4層から

は土師器・須恵器が出土した。

区画設定は、昭和51年7月の謂査にわいて、道路敷幅(東西15m)の中心線をFライン

と設定し、東ヘGライン・ Hラインと10m区画で横軸を基本設定した。南北・縦軸につい

ては、調査地区北端の市道忍ヶ丘駅前線の中心地点を算用数字の04と基準設定をし、南ヘ

10m毎に05・06・07・・一一20をあてて区画を設定した。それ故1区画は 100m2の面積を有す

る。

A.層序

調査地のGラインの基本層序は、上から第I層(耕土)、第H層(床土)、第盟層(褐色

砂質土)、第N層(褐色砂層)となる。各層は北から南へ、東から悶へと傾斜し特に遺構ベ

ース面にわいては約10cmの北高差が認められた。

第I層耕土。厚さ約16cmo

第E層 床土。ほぽ南北水平に床土が置かれている。

第関層 厚さ約5~lOcmで、全域に認められる。瓦器塙・土師質小皿が出土しており鎌倉時

代末~室町時代の包含層である。

第百層 厚さ約10~20cmで、北側において認められるが南側の大溝B険出地で、は認められな

い。遺構のベース面を構成している。この第百層にあいて大溝Bの1:面が一部削

平されており、この層内から瓦器地・土師質小皿・須恵、器・土師器がそれぞれ出

土している O

-8-
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28.50m 

大溝B 断面層位A-A' 8-8' 

A 耕土

B 床土

C 淡褐色砂質土層

D 黄褐色粘質混り砂質土層

E 褐色砂質土層

F淡灰色細砂層

G 淡黄褐色砂層

H 農灰色砂質土層

I 白褐色砂層

J灰白色砂質土層

K 灰色粘土層

L 赤褐色砂層

M 暗灰色粘土層

N 明灰色粘土層

O 灰色細砂層

P 明灰色機混り砂層

Q ?炎黄褐色混り暗褐色粘質土層

R 濃灰色粘土混り細砂層

S黄色混り暗褐色粘土層

T 黄褐色磯層

U 灰色砂層

V 暗灰色粘土層(植物含)

W 濃灰色砂混り粘土層

X 灰色砂層



B.遺構

今[(1) の調査において険Il~された Eたる遺構には大溝A ・大議B . -tJ.'ll立住建物跡な2があ
る。

このうち掘立柱建物跡のpitが伴出する遺物や過去の隣接地調査結果から鎌台H与代末から室

町時代初頭のものであり、次に大溝Bは古墳時代中期に掘られ後期!に大海内がほぼ完全に

堆積されている。最後に大溝Aは、縄文日寺代晩期の土器とともに石器類が刊dニしているこ

とから、この時期に比定されるが、大溝Aの堆積上上面において平安時代の土器があり、

この時期に削平していることは事実である。

a 大溝A

調査地の南端H-07地[互に検出された。調査地区内での延長約10m 、深さ約25~40cm、幅

については南側肩部が平安時代にわいて削平されたため計収リ不可能で、あった。しかし、昭

和51年度の第3次予告掘調査地区で検出した大溝Aの続きであり、第3;たにむいては、長さ

中1，]13m、幅約2mを計測してむり、ほ:f[P]様であろう。

第3次調査地Eと合わせて大諜Aの束丙方向全長はが;J23m以上で、あり、 ilifH-07地区は東

西方向に蛇行しながらG-08 j:[lJ， [><:でがj90o~tヘ折れ曲り、またF-08ポイントで90。南ヘ折れ、

谷斜而によって切断されている。東から蛇行しながら lもiへの水流過程があったものと見ら

れる。

j幕内堆積土!吾は、 ;'11)，吾被j色砂質士、第21，;w淡掲色小磯jLEり!併である。第u丙からの出土

遺物としては、黒色土器(第 9 灰1-32~34) が出土しているが、 tf~2 層内からは、縄文 1:

日言及び石鉄、サヌカイト片が出土する縄文!l年代晩期に使われた大溝A遺構である。

手電文土器はローリングを交けてむらないが、文様手は!拝中tl二よ-)てIJJ]らかでないものがあ

る。土器形式からみて縄文!l与ftll免WJの滋賀里固式土誌で、ある。今[11)の大溝A内からの半世丈

上誌は破片で174，'，1，¥・石鍛3点

点数である。

b 大溝B

調査地のほぼIfl~ì'iIíの H-06 ・ H-07地[乏に検 IB した o ;W;J査地区内での規模は延長約7m、

幅京i}liの上段で、2m、下段で1.1mを測る。I*Jf而はu'}:形状を呈している。

遺構百~'f!)の標高は28.90m で深さ約1mを測る。又、阿部の f-.段は1.9m、 ド段でO.95m

で全体に京から闘に傾斜している。!氏[面での*端とELi端との比出来は約30cmをi!!IJる。

堆積土層は、 l周壁で、第u長淡褐色砂質J:、第2"長黄褐色粘tT?1~り砂ît土、第 3 同 11;5:褐色砂

質士、 m4 Jti4決以色系111砂、第5層淡茂樹色{沙、第6I，;~~ i農灰色砂fq士、第7肘(H品色砂、 iiI

81副長(1色砂t'tJ:、:;r¥9回灰色粘土、第10)，詳赤褐色砂、第11国Ili¥今以色半iiL i;fU21，;~~ll月以色



粘土、第四層灰色細砂層、第14層明灰色喋混り砂、第15肝淡黄褐色混り昂色粘質土、第

16層i農灰色粘土混り細砂、第17層黄色混り昨褐色粘土、第18層黄褐色機、第19層灰色砂、

第20層時灰色粘土(植物含)、第21層濃以色砂混り粘土、第22層灰色砂である。また東壁断

面の堆積層は次のとおりである。

第I層淡褐色砂質土、第 2I吾黄褐色砂質土、第3層褐色砂質士、第4層(1褐色砂、第5層

灰色細砂、第6層濃灰色砂質土、第7層以白色砂質土、第8層明灰色粘土、第9層淡黄初

色混り時株j色粘質士、第10層以色砂、第11層暗灰色粘土、第四!界灰色砂、第131再濃灰色砂

j昆り粘土、第14層灰色砂である。

出土遺物[土第19層以下より多量の土師器が出土している。特に!反色砂層内からは饗形土器

(第 6 図-1~2 、 4~8 、 10 や、予t~'"ね土器(第 6 凶 12~15) 、把手付椀形土器(第

6図 16) 、埼(第 6 同一17~18) 、壷(第 6 図-19) 、高杯(第 61ヌJ-20~22)、長B[ríJ警(第

8 関23~26) 、空(第 9 図-39) 、大鉢(第 9 閃 40) が、一括資料である。

護は口径約llcm内外のものが、岡山市遺跡大海B内で、最も多く出土しているタイプであ

る。その土器は第6J'Xlの1)、 2)、 4)、 6)、 7)、 8)で平均[1径11.6cm、平均胴径13.45

側、平均器高11.96cmを計る。又同一層内から、古式須恵器高杯(第9閃 36)やU任34.2

cm、器高39.3cm、胴径32.3cmの土(Mp~-~の土器(第 9 は、|可能畷市周辺地域で発托

されていない23形でありここでは、一応土Ilrli器大鉢としてむく。この土器は直線的にやや

外反しながら J:Jj にのび、 [J縁 ì'f[j に王るが、[J~:ゑ端部はやや内傾しながら尖がるもので\

輪積みによる接合痕が内i討に明日空に残されてむり、タト面はどと体に縦 }j向の刷毛日を施して

いる。底部外面がヘラによる削りが行なわれ、 ]ÍLillj が欠失しており不明であるが、実m~閃

で復元したように丸出ではなく、平氏に近いものと干ぞえられる。氏{}Ij欠失以外は完形に近

いものであり、把子を付けた痕跡はなく、今後各地の遺跡で、Ijjl揖の二f:訟が出 1:することに

より明らかになるー資料であろう。

手控ね土器はすべてがi宛形土器のミニデ Iアである。今[口!の調査地区で実測[:;<1にあげた4

点がIh-1:している。第3次調査I也氏内の [AJからiμl極のr-tQね土器は 3点が矢[1られて

おり、現在までに7点が確認されている。このような子担ね1:誌は、|泊JlJ J 遺跡の南西約

制Omに所在する、 [JLI候畷rli_¥'i. 総合センタ←建設に伴う事前調査にむいて、古墳時代中

期!の祭杷遺構の発掘によって、手控ね土器のf宛f[手・査形・官庁Se鉢形等のセットになる1:誌

が多数出土している。最後に大;~fB 遺構の第 3 次発掘調査、第 4 次発掘調査と今111J の第 6

次発掘調査の 3Ir11にわたる調主全体から少し簡単にのべると、大将Bの遺構は、京商に

状にのびる丘陵のほぼ1{1央部を京西に蛇行しながらが120mjJtj行してF-07ポイントに入る地

点、でほぼ直角に近い角度で';ltヘ向い、 F-05までほぼ!日J-.の議i隔をもちながらが'130mほど進

んだF-04地[又内で史令に、 1111直角に近い角度で困行しごいることがl切らかであった。
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次に羽存する大溝正jr郊の標JnJは、末端jのG-07ポイントでは標Jn-J約28.90m、F-07ホイント

で、は楳[;li約28.70mで、約30mのNli離にむいて、約20cmの阿部iti低主 られる c "込F

05ポイントにむいては、沼8.40mで、卒'025mの北方へのNII離において、約30cm低くなるこ

とがわかる。すなわち遺構輸出 1--流のG-07とドのF-05で、のJr訪日高低去はが050cmを測る

同様に大溝Bの底部についてみてみると、 G-07で、標I缶約27.76m、F-07で標I布*'027.32m、

F-05て吋票;l'li27固28mで、上流のG-07と下j荒のF-05の民itli;h'J f丘三告はが;j50cmをiWJiJ、あきらかにf見

地形lこ従がう状況で、大j持Bを掘られ流路として{吏!日されている。

i幕内に投げ込まれていた土器及びトについては、まとめにむいて泣物nLLJ也点kiJlIJ閃

について説明することにしでここではれ略しごむきたい。

他に最の山色砂層からイイ鋭、 11 がiJ'd:している

C 掘立柱建物跡

H-07 Jt¥J.IX:にわいて 3ヶ}ili-のPitを確認したc 存Pit内からJ{~~~t宛&び Ul市質小lllLの中10片が

数}.~J， ずつ出土してむり、瓦日~ft宛の形式編年からみて 13tH~紀のものであっ t:. o

同

h
d
1
1
 



N出土遺物

概観

2基の大溝・掘立柱建物跡遺構に伴って出土した遺物は、土器・石器・埴輪からなる。

土器は、大海Aから縄文式土器のほか平安時代から室町時代の黒色土器・土師質小血の土

器類が出土していた O 大半の土器は大溝B内からのもので投供された状況であることから、

遺物は比較的短期間のうちに堆積したものである。

A.大溝A内出土遺物

土器

大溝A内からの出土遺物としては、縄文式土器片174点、(第5図・肉版15・16)石器及び

剥片(図版15)あわせて49点、黒色土器(第 9悶 32~34 ・図版14) 、灰柚皿(第 9 図

31・図瓶14)が出土している。

大海Aの使用された時期の遺物として縄文上器及び石器でみることができる。縄文土器片

で器形のわかるものを少し説明しますと、深鉢・浅鉢の 2種類であり、 IE土二l:器の約90%

以上が滋賀皇国b式で引;に船橋式深鉢も出土している O

滋賀里盟b式の深鉢は口径約30cm前後で長い口縁部はわずかに外反するもので山内清男氏が

「縄文土器の技法}-世界陶儲全集J 1で指摘されているように粘|二ひもを積み上け、て成形さ

れているものである。 深鉢内面を観察すると、粘土ひものl幅は1. 5~2cmで、接合面はヘラ状

のもので平担面をつくり沈線状の凹をつけている。

次に胎土及び色調では、}ポ褐色や黒褐色で1~ 3mmの花尚岩・ 2mm前後の長石・角間石

雲母が多く含まれている。

深鉢に認められる調整手法には、 二枚貝調整・自Ijり調整・ナデ調整などがある。内面の

調整はヘラ状のものによって水平方向にナテ、調整されている。メ、 二枚貝制整されている

ものにも調整後にナデ調整を施したものがあり、内面の調整は外面の調整にくらべて「寧

な仕上げをしている。

浅鉢(第5同一 3・悶版16) 1点が出土している。形態は滋賀4UI式の浅鉢B1と同じで

あるが体部が浅くなっているもので底部は欠失しているが丸底で、ある。 内外面ともに丹念

な磨きを行い黒色磨町土器である。

石器

岡山南遺跡の大溝Aから出土した石器l土、石鍛3点・禁Ij片・石械あわせて39点である。

すべてが遺構内最ド層の淡褐色小喋混り!訴から出土したものである。石鍛は基台11の形状、

茎の有無を基準にして分頬しているが、本遺跡から11¥土する石鎌はすべて基辺が凹む!日]基特
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第 5~霊縄文土器搭影

茎式のものばかりであり、 1î鍛の最大[隔が:Je~辺にあるものである。

法誌は、長さ25mm、11話18.5mm、厚さ3.5mmで、あるものと、長さ27mm、幅24mm(推定)、早さ

3mmである。

剥片・石核は長さ 21mm~46. 5mm、幅15mm~55mm、)半さ 5.5mm~17日1mで、両面または -r'i lj に!耳石索、

耐を残す。

大溝A内堆積土の第 1J討褐色砂質土)弱から以軸皿(第91文[-31・閃版14)と黒色土器(第

9肉 32~34 ・ iえi版 14) が出土している。

以軸皿は口縁古11が1:外プJにのび端部は丸く浅くむわる v 高台は体i'Wとの境より八の字形に

張り出してつけており、!氏吉15に糸1切り痕跡が明瞭にのこってむり、焼成は良好で堅融であ

る。また黒色土器3if~， が庁I土している。 32) は IJ 佳14cm、器高5.2cm、高台径7.3cm を測る

ものでLJ縁部は外 J'.方にのび端部は九くとじるもので、民部は平礼lに近く内仔ぎみに立ち
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あがり口縁部に至る。高台は断面三角形で休部には明瞭に成形U，干の指TE痕がのこっている。

高台の接合痕が非常によくわかる資料で粘土紙を指で押えながら貼り付け後にヨコナデを

施している。色調は外面は明赤褐色で、あるのに対し、内面は黒色で・般に言われてしずる内

黒の土器である。 33) は仁If王15.8cm、器高6.3cm、高台径7.4cmを測るもので仁1縁部は直線

的に外反する{本音11で端部は尖り気味のもので高台はず?形を2する。高台の付け方は32) と

同様であるが色調は内外而とも黒色である。 34)は口径13.6cm、器高5.7cm、高台径7.3cm

を測るもので口縁内部に 1条の沈線を施すもので高台は三角形の断面を呈し、{本部外面に

整形H寺の指圧擦がF1JJ瞭に残っている。色調は外面が ~fJ赤褐色、内面は黒色で32) 同様ー般

に言われている内黒の土器である。

昌a 大溝呂内出土遺物

土器

奮(第 6 図-1~1O・凶版 8 ・ 9) 大溝B 内からの出土

遺物の中で最も量的に多い器形の土器が安で、形態とし

て法量(第7図)によって4種類に分けることができるが、

その大小を関わず[]縁部と底部のっくりに当地域の特徴

があらわれている。

口縁音15はやや外望号気味にたちあがり、特に大型き喜一にわい

て顕著に認められる。

口縁端部のとじ方には大きく 2種類のタイプに分かれ、

一つは端部をつまみあげるものと、一つは端部上端面が

内傾して平らにおわるものである。また最も量的に多い

小型警は外反するu縁部をもち、口縁端音11は丸くとじる

ものである。この大小をi可わず、体部'1'1位に最大径をもっ

て底部全体に重心をもたすため、型によって貼り付けた

後、外掃に刷毛日を施し整形している。内面にはつなぎ

呂の痕跡が明暗に認められる。このような例は東大阪市

鬼塚遺跡でも発見されている。 第7~望 聾j去量

鍋(第6凶 11・図版 口径32.4cm、胴径27.5cm、器出12.9cmで、fJ縁部は「く」の

字形に外反して端部で丸くとピるもので内外面ともナデ調整している。 J.t也11はやや平らで

外面の底部と基部との中間に段をもち、 u縁部より段までが縦}j向の刷毛目を施し、段か

ら下は乱方向の刷毛日を施している。

子担ね土器(第 6 凶-12~15) 口往8. 7~ 1O .6cm、器高 3.2~4.2cm のおヲ土器のミニチ

-19 
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ュアで、大溝B内からこれまで、出土した子控ね土器と合わせて 7点すべてがf項目惨で凹侠路市

内では奈良井遺跡祭杷遺構内から椀形2点、壷形3点、警形10点、鉢形1点の合計16点が

一括資料と ιて出土している遺跡が南西約600mの位置にあり、又、問IJI市遺跡の西約300

mの南山下遺跡からも椀形3点、警形4点も出土している。

把手付地形土器(第6凶 16・図版13) 口径6.5cm、器高6.5cmで、口縁部は少し内守し

ながら端部は薄く丸くとじるもので、体部中位に把手がつき、体部外面に刷毛目を施し、

口縁部内外面ともにナデ調整を施している。第3次発掘調査の大溝B内から、口径10.3

cm、器高1l.3cmで、同一形式の土器が出土している。胎土及び色調も同一のものであった O

土師器摘(第 6 図17~18 .図版 口径15.3cm、器高7.1cm及び口径16.8cm、器高8.1

cmの2点が出土している。前者のものは、口縁部が内考しながら端部は内傾をもってとじ

ている。体部に4条の粘土紐接合痕が認められる。又、後者は口縁部は少し内写し端部は

薄くとじる。体部は粘土紐接合痕が認められ、調整は両者とも外面に縦方向の刷毛日を施

している。 内面はヘラ削りの後ナデ調整を施している O

土師器壷(第6図 19・図版 8) 口径9.7cm、器高12.2cm、fJ頚<'fli;告4.2cmで、基部より

ややまっすぐに上方にのびて長い口頭部である。最大窪はslaJ音liLt~位に有する丸底の球形器

体で、外面は磨耗によってヘラ削り痕のみ少し残る。第3次調査にわいては口径1O.5cm、

器高16.7cm、口頭部高7.8cmの長頚壷I点が出土してむり大溝B内の査は 2例だけである。

高杯(第6閃 20~22 闘関版10) 3点の高杯が出土しているが、法iitが明らかなのは l

点だけで 22) は器高16.3cm、杯部高5.0cmを測る。脚柱部は上半で、中実の脚部でほとんど

脚柱部が広がらずに裾部に至ってから広がるものである。同様の高杯も第3次発掘調査に

おいて出土している。両者とも脚柱部をにぎりしめた痕跡があり、斜方向及び縦方向の刷

毛目を施している。

長胴翠(第8凶 23~26 . [';<1版 11) LJ筏 18. 宮 ~22.5cm、制怪22.7~25.9cm、器高35.2

~40.0cmのもの 4 点がげi二士、第 3 次においても 4 点が出土しているo~ 3次の調査におい

ての長胴警の出土状況は東から流れる大溝B が~th に 90f支の角度で折れる場所に置かれた

1犬況で出土したものと のもの4例である。口出家部の外折する高さは個々に特徴が違

っているが、制毛日及びナデ調整は l~lJ一子法に基づいて行なわれている O

杯身(第9閃 27~29 ・凶版 13) 大海B内堆積土中位の第5層淡黄褐色砂層Vすから 3

点、が出j:している。土器の特徴は観察表に示したとおりである。 時期は 6世紀後半頃のも

のであり、このH予期において大j蒸Bはj市E各としての使用はされていない。

須恵器長頚査(第9図-30・|ヌ!版13) 口頭部端部が欠失されているためにf1縁端部は

不明確で、あるが、杯身と|司占府内の品土であり 6世紀後半の長頚査とみられる。

最大佳を中{立にもち、頚部からm，i];;.liにかけてかなりふくらみをもっ九氏で底部調整は粗雑

一位一



である。

高杯(第9[%J -35~37 ・凶版 13) 35)は脚部のみ11¥土で、あり残存日は4.8cmと小型の高

杯である。裾i'fliI二0.6cmの円-fL3ヶ所を穿つo 36) 土器高10.4cmの無蓋高杯で、[]縁 ;-~H; は主直

にのびる端部で、体 rt[j 中央に 2 条の沈線が施されている。脚部は下外方に開く裾 ~}Ij である。

内外国共に回転ナデ調整で、古式須恵器で、ある。又、 37)は器高1l.3cmで:'LJ縁部は内傾したの

ち垂直にのび端部にいたる。器形は一般にブランデーグラスに似たお杯で調整はi111転ナテ、

調整が残っている。

土問器斐(第 9 凶-38~39 ・図 ~1i 9 ，10) 38)は口往20.5cm、胴径18.5cm、器高25cm(推

定)でμ縁部は「く」の字形に外折し内反ぎみに外 f'.方にのび長いLJ縁部で端部は丸くと

じている。胴部の最大径は中位にもち、外面全体に刷毛日が施されている。又、内面はナ

あるコ制部から!丘{7i!jにかけて全体にススが付者している。

3宮)は[1花19.7cm、器高約31cmで、口縁音15はゆるやかに外反して端部は方形ぎみにおさまる o

[J縁と腕部との間に鍔をつけた羽釜として使用されていたものであろう。

大鉢(第9lメ・凶版 u径34.2cm、器i'::j39.3cm、制径32.3cmでほぼ垂直的にや

や外反しながら上方にのびるもので、 r1縁端部はやや内傾して尖がり気味にむわる c

底部外面近くに幅約2cmi立のケズリ痕が残され、その場所から底部全体が欠失していたた

め底部の形状は不明であるが A応実測図では、F.氏に近い状況でi書いている。

f本音11外面全体に縦方向の刷毛日が施され、内i討には輪づみ接合痕が11月|僚に られといる。

刷毛日の施し )jは長制空によく似てむり、把子を付けた痕跡がなく、今後一i_:~s運搬につい

て問題が残る。内面はほぼ全両にわたりスス

みることはて込きない。

1 

蒸Bドすから出土した石誌は、石吉弘2点、行宣伝l

らしている。石鍛2点

してむり、この土誌の中での煮沸呉と

原子J1点、剥片 1.':.i.が!火色1沙府か

さ29.5mm、中両2む.5mmとkさ25.5mm、rpM 

15mmのものと、ィ 1.':.i.、長さ24.5mm、最大幅19mmを測る。つまみをもっ石錐で、世田に

よる!??減の痕跡を残してむらな l¥o 文、幅l05mm、長さ132mm、昨さ24mmのサヌカイト原子i

l点がみしている。片而は日喋面を残し、裏i主iは風化によ.)て!ぽ色を主しでいる。

内
ぺ
U



V ま と め

今回の調査で発見された遺構は、縄文時代晩期の大海Aと古墳時代中期~後期にかけて

の大溝B、鎌倉時代末頃の掘立柱建物跡が確認され、各遺構内から時代決定を行なう豊富

な各種遺物が出土した。

とりわけ、今回の調査地は昭和51年7月から10月まで調査を行った府道枚方・富田林・

泉佐野線新設バイパス予定地の第3次発掘調査を実施した旧畑地の東側残地であった。調

査面積は東西10mX南北25mの約250m2の範囲であったが、第 3次発掘調査にjヨいて検出

していた大溝A.大溝B.掘立柱建物跡・溝状遺構が今回の調査地反域内に各遺構が広が

る可能性が明らかであった。

今回の調査区域内だけの遺構だけで各時期の集落を考えることは困難で、あるが、過去の

5回にわたる調査と今回の調査をあわせて 6次にわたる調査全体から少し補足しておきた

しミ。

第1に岡山南遺跡に人類が{主みついた最初の時期についてであるが、第3次発掘調査の

F-07地医内大溝B内底から旧石器時代の長さ1O.9crn、rTIii5.4cmのサヌカイト石材の木葉状

尖頭器が出土している。しかし、この尖頭器以外の旧石器時代に比定される石器頬につい

ては無しであるが、岡山市遺跡の北西約400mの讃良川iハi床遺跡から旧石器に比定される

ナイフ形石器・ハンドアックス・チョッピングトール・京111石器が出土した遺跡は著名であ

る。また、忍同古墳の盛土中からナイフ形石器が採集されている。

岡山南遺跡の西約300mの国鉄片町線複線化工事に伴う南山ド遺跡発掘中に長さ11.Ocrn、

馬3.2crnのサヌカイト石村の有舌尖頭器1本が古墳時代後期の議内から完11三で、出土してい

る。

忍ヶ丘町民を中心とする約400mの範凶には旧石器時代人が残した石器類が発掘及び採集A

品として多く知られる。

第2に第 3次発掘調査で

から出土する石器類との閏f係系でで、あるが、 大j溝r再~AI内勾カか、らの J出「

土でで、あつたために中世に掘られたものと1976年lロ2F丹!刊行した伊先要報;行iつf書で、考えられていた

が、今回の第 6次発掘調査にむいて大海A内からの堆積層から中世の遺物と下層から初め

て縄文時代i晩期の土器が数多く tP1J:している。第3次発掘調査で、出土した石鍛5本・石主f('

l本・磨製石斧l本・!被石川同等の石器匁iは古墳II判¥:，t邦jのI住積府内や鎌食時代ヨk頃のPit

の埋土内で¥すべての石器は後世に掘られた遺構内からの出土品であったが、これらの石器

の時期は士器編年からみて純文日村t晩期!のもので、今[rll検出した大蒜Aの最下層の土器・石

-24-
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器と同…イと v，られる。

第3に大溝Bの掘られた時期j及び迭問の性格の問題であるが、ここに第3次発掘調査で

の大溝Bと第4次発掘調査での大溝B、今恒!の調査区の大洋おを同面 f:(二継ぎ合わせたも

のに、また大溝B内から出土した遺物を地点ごとに記入して遺構内遺物配置(第10図)を

試みた。以下少し述べてむきたい。

大ji車B内から出土した土器は小形丸底土器26点・斐16点・長IJlo]翠8点・羽三三 1，L;':i， .査2

点・高杯6点・域6点、把手付鉢形土器2点・須恵器高杯2点・杭輪2点・木製品 5l5，、

その他31点の計 107点がほぼ完形品もしくは完形に復元された土器・オミ器であったc 単に

捨てられたと考えるには、あまりにも多く出 t:している。 出土遺物からみて大i善が掘られ

た時期は 5世紀中頃であり、その時期のものとして切妻造り家形埴輪があげられる c 家形

同輪は高さ約42cm、床面積750cm2で切妻部と四柱部が分離して作られた銭葺の切妻造りの

家形梢輪である。切妻吉1;は棟までの高さ約 6.5cm、堅魚木が貼り付けられていた痕跡から

5本が確認されている。大溝B最下層の!民色砂層内からの出土遺物が大半を占めてわり、

これらの土器は古墳時代中期末の土器が最も多く、又、堆棋士内から古J員時代後期の 6世

紀中頃の土器も出土する事から掘られた時刻lは5世紀中頃で5世紀後半頃には、この大溝

B内に土器を投げ込まれる|時期であり、父、堆積が始まるのは 6世紀初め頃で完全に埋ま

るのは 6世紀後半頃で約 l世紀の問、 Mらかの形で使用されていたことは事実である。

大瀧Bは延長約50m、幅約2~3. 5m 、深さ約1. 0~1. 2m のU宇状をしており、逆 S 字形の
/' 

遺構を検出したもので、 i流荒i路i洛各はf地也形と j蒋蒜如)正氏J点ふ~;山叫品J高;f且7可:五此仕低~?去￡差:干去t三二カか〉らみて束カか、ら内両Aヘ?流オ五:れて F司-07ポイント

で北ヘi直白ι:角に折れ曲り蛇行しながらF白サ05ボイント j北u側1¥印別¥1問IJで、〉又乙i凶f河百ヘ江凶直'(角に折jれ1由る形で
た大j蒔Bでで、あつた O

次に流路に従い遺物th土状況からみて少し説明してむきたい)

G-07ポイントより東側の今回の調査地内から小形丸底土器10点。空1点・長)J[ri]空4点・

羽ま l点・査1点・椀6点.1巴子付地l点・ i'!io1点・ J:nmi会'jlf3点・泊五日;器ifi杯2点・大

形鉢1点がそれぞれi中 j'している。

調査地中央部に出土した大形鉢を中心とする」有二が¥士nm器の会13障が揃ったセソト関係で

W，J:したのは良好な資料であった。第3次発掘調査地区内に人り、少し南側に曲がること

によってj持幅が広くなったところには大形斐1}，~í， . Ijl 庁長望~4 };'5， .小 nヲメL氏土~~J 1点の百f6 

点からなるグルーープである。すべての土器の工i株は下流を向けて慌たわる状j兄でのt'l'1土で

あり、うち 3点は横一列に置かれている;[犬J兄であったの

次にF-07ポイントで折れ曲る左肩部下の位置に長HloJ斐4点・高杯1点、その他に動物納

輪の足音1)が出土しているグループである。長H[，ij斐4点のうち 2点はrJ縁部を上流に向けて

1t11の 2点は下流を向けて置かれた状況であった。
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次にF-06ポイント周辺には大形窒3点・中形斐7点・小形丸誌土器11点 -JEi杯2点・査

1点・把手付域J点・域I点・家形埴輪I点の計27点からなるグループである。特に家形

組輪を中心にその周辺に翠類が特に多く出土しており、又加工木村が2点出土した聞には

長頚査が正{立の状況で、出土していることと、⑮⑩との大形警が南北に 2点わかれ、その

間に小形宮⑪を中央にむき両側で挟み込む状況で口縁を下流に向けていたことは興味深い。

第3次発掘調査地区北端と第4次発掘調査地区とがIグルーブとみることができる。この

グループには木製品が多く認められるグループである。長さ24.4cm、幅9.5cmの左足用大

人用下駄と長さ42.8cm、現存最大幅10.8cmの叩き板状木製品、方形に加工された板に方形

の窪みをつけたがi工木製品等を中心に小形警と円筒嫡輪6点からなるものである。

大溝B内から出土した埴輪l土、円筒、朝顔形、家形、きぬがさ形、同形、馬形があげられ

る。特に家形埴輪は小型のものであるが立派な主居となる建物をあらわしている。

堅魚木を屋根にあげる家については「古事記」雄略天皇の条に以下のような記事がでてい

る。天皇が山越えをして河内平野を見わたしたところ、虫魚木を棟にあげている家があっ

た。天皇はその家は誰の家かとたずねると、志幾の大県主の家とわかった。 I己が家が天

皇の御舎に似て造れり」と怒り、その家を焼きはらわせようとした。という記事からみて、

立派な草魚木が棟にあげる建物l土、相当の身分をもっ人物、すなわち地域の目長クラスの

住居に限っていることがわかる。

灯、とのように多種多足の胤輪がどのような目的のためにこの大洋B内に用いられたもの

であるかの問題であるが、この遺跡は明らかに集落跡であり、南側丘陵及び大溝BのFLi側

は居住区域であることは、第2次及び第5次調査で明らかであった。すなわち居住民との

区画のためのij与との関係である iiT能性が、つよく認められている。
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日 掲載遺物観察表

聾

1 1 

2 

3 

4 

個々の特 体i考(I!'，U也・ !V';; ) 

11. 0 Iいu口l川市隊凶求お結州i古剖劃}I
l日3.3I ¥1巧すしナテ、調整カがす施され外 L方ヘ|色でで、μ内j面(はよムや?やJ 灰色5);1，(，:

12.5 1 知くのびる。 1 や}vz色気味で l

日川 内而には、 3条の粘i:|砂粒を少し含
紐接合出を残す。求基部から|むが良な枯

胴部全体にかけて縦一}j ~l]iニ刷毛!

目があ叩は乱方向の問主I1焼成も良
が施され、内外面共にナテ

が施されている。 民吉15にかけて

jJIJ熱による12

X8の淡ふ色

氏[。

L1夜 11.2 I (口同) 取げゆるやかに外;全体に法制:iJ!大前

腕任 13.4 I守し外 LHへのび、る。内外面共 i色で肝昨日に 7ソポ色砂府
器高 12固3Iにナデ調整が施され肩とのに iX9の色時

段をもっとlOX8のス

()jfl拙)) 最大径が中位に位置す|スが付位。内

る球形の丸氏土器で府から縦方|屈も赤茶fLj色。

向に耐毛flがあり氏部;土、乱方|砂を少し命

向の刷もHを施す。 内面は、へ It，が柏良な半~í

ラ削りの後、ナデ調整が施され|土。

ヘラ痕24三がある。 焼成も良好。

LJf壬 11.0 I (JJ縁部) 指 15で外上方へ肥り!赤樹色、故大|大j初

mlIJ任 13.1 I して続く聞く。内外面共にナデ fをから氏自1;に[間色砂町土

器高 12.5 I調整が施されている。 Iかけて加熱に

口任

胴任

(附部) 最大任を H立に有する;よる 8X6の

|器形で縦方向のおHかい刷毛日が[淡赤色斑があ

方笛されている O

氏部と接合付近に指圧肢が強く

i残る。

12.7 Iド(仁柑E引) 基白白部15で外今勾ミし外上

14.0 Iへ肥肌て開き外反ぎみに端部

2吉一

る。

赤茶払j色 )Ii"I 法B

い、0.1科「支の IIポ色砂肘



器高 12.0 にいたる O 砂粒を少し含

(胴部) 最大径を中位に有する。 む精良な粘土。 場あ

底部と胴部との接合に段をもっ

丸底。器体に縦方向の刷毛目で、

4 あるが、やや乱方向ぎみの刷毛

日が施されている。

内・外面は胴部と底部の接合面

に段をなし、内面は指圧痕を残

d す。

口径 13.4 (口車蒙部) 基部でわずかに外寄 灰黄褐色。 大溝B

胴径 16.3 し外上方へたち上がる。内面は 0.1~0.3の砂 灰色砂層

器高 13.2 ナデ調整が施され基部の刷毛目 粒を含み軟質

は横方向に強く残っている。 である。

5 
(胴部) 最大径が中位に位置す

る球形で手づくねの底部との境

に段をもっ、外面は縦方向の刷

毛目だが中位以下はやや乱方向

となる。内面はへラ削りの後、

ナデ調整が施されている。

口径 10.4 (口縁部) 内上方に立ちあがっ 黄褐色。 大溝B

胴径 12.8 た後、短くのび端部へいたる。 砂粒を少し含 灰色砂層

器高 11.1 内外面ともにナデ調整が施され むが精良な粘

基部に段をもっ。 士。

(s阿部) 最大径が中位に位置す 焼成も良好。

6 る球形で丸底を呈す。外面は肩

より中位までは縦方向の細かい

刷毛目で中位以外は乱方向の組

い刷毛目。内面はへラ削りの後

ナデ調整が施されており、 2条

の粘土紐接合痕が残っている O

口径 12.0 (口縁部) 基部で、外考し、ゆる 暗灰褐色。 大溝B

胴径 13.9 やかではあるが凹凸をもち外上 精良な粘土焼 灰色砂層

器高 11.6 
7 

方へ開く短い口縁部。内外面共 成堅織。

にナデ調整が施されている。

(胴部) 手づくねの底部が変形

している為、全体が歪み、胴部
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の聞に接合痕がみられる O 外面

は肩から底部にかけて縦方向、 ... 
7 底部は乱方向に刷毛目、内面は

へラ削り後、ナデ調整が施され

粘土紐接合痕が残っている。

口径 12.3 (口縁部) 欠失する。 全体に淡赤茶 大溝B

(推定) (s阿部) 最大径を中位よりやや 褐色。 灰色砂層

胴径 13.3 上にもつ球形で丸底。内外面共 砂粒を少し合

8 器高 12.3 にナデ調整が施されているが外 みやや軟質。

(推定) 面は乱方向の刷毛日が施されて

おり一部摩耗のため消されてい

る。

口径 14.0 (口縁部) ゆるやかではあるが 外面は黄茶褐 大溝B

胴径 14.8 「く」の字型に外折して外上方へ 色内面は暗茶 褐色砂質土

器高 14.8 ひろがり端部で上方につまみ上 褐色。

(推定) げたようにHE厚する。 砂粒をごくわ

内外面ともナデ調整を施す。 ずか含む精良

9 
(胴部) 最大径は中位に有し整 な粘士。

形が粗雑で、ある。外面は全体に

縦方向の刷毛目が施されている

が摩耗している。内面はヘラ削

りの後、ナデ調整が施されてお

り、ヘラ痕が残っている。

底部は欠失する。

口径 14.9 (口縁部) 「く」の字に外折し、 jポ黄r$.)色 大溝B

胴径 16.2 やや外寄ぎみに外上方ヘ聞く。 胴音stこllX8 灰色砂層
器高 13.8 内外面共にナデ調整を施されて の黒色斑。

いる。 0.1~0.5の砂

(胴部) 最大径を中位に有する 事立を多く含む。

10 
球形の丸底。

外面は、全体に縦方向に刷毛目

を施している。

内面はナデ調整が方桓されている

が3条の粘土紐接合痕を残して

いる O 底部との接合痕をくっき

りと残す。
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鍋

番号 法量 cm 個々 の持徴 色調・胎土cm 備考(出土地・層位)蜘

口径 32.4 (口縁部) 基部よりやや「く」の 黄褐色O 大溝B

胴径 27.5 字型に外反し端部で丸くとピる。 底部に16X13 褐色砂質土

器高 12.9 内外面ともナデ調整を施され刷 の黒色斑をも

毛日が残る O つ。

(胴部) やや平らな底部からゆ 0.1~0.3程度

11 
るやかにのびて口縁部ヘ続く。 の砂粒を含み

J 外面は底部と基部との中間に段 軟質。

をもっ。ロキ蒙部よりt)tの所まで

縦の刷毛目をもち段より下は乱

方向の刷毛目が施される O 内面

も段をもちナデ調整が施されて

いる。

手控ね土器

番号 法量 cm 個々 の特徴 色調・胎土cm 備考(出土地・層位)

口径 10.6 (口縁部) 内考し、端部は内傾 灰黄褐色。 大溝B

器高 4.0 する。 少量の砂粒を 灰色砂層

(体部) 尖がり気味の底部をも 含む。

12 ち、内外面は全体にナデ調整が 焼成は軟質。

施されているが、手控ねの指匝

痕が残っており、粗雑で、肉厚な

っくりである。

口径 9.3 (口縁部) わずかに外反し端部 黄褐色を呈す 大溝B

器高 3.2 は丸くとじる O が外面の A 部 灰色砂層

(体部) 平士Jiなj底部中央は肥厚 は赤っぽ'¥0

13 する。外面はナデ謂整を施し、

内面は指整形の後、調整は行っ

ていない。内外面共に指圧痕を

残す。

口径 9.2 ([]縁部) 内奇し、端部は内傾 黄樹色。 大溝B

器高 3.8 
14 

する。 ごく少量の砂 灰色砂層

(体部) 口縁者[jより序々に肥厚 粒を含む。

しJ応部中央に最も厚くなる。内
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外面ともにナデ剖訟が施され内|

面のJJ立却には、ヘラillJ1)肢があ

り、-tRJ::l:山が残ってしミる

8.7 (口中求音li) 半弓;形の日;y1本ーでrJ 

4.2 :部は幸:直ぎみにたっ O

(体剖i) -J.Lくおさまるが1己r'Jljに

やや平らなi討をもっ。内外面共

にナデ調整が施されているが内

面はヘラ肢が残る。

14 

?炎黄体j色 J:.i吊m
1 ]泳部;から'i1 iJ<.色砂層

rl ff 

lz;日i
七Zにかけと 4

15 
X2 の I!.~色 JXf.!

0.1程度の砂

粒を介む情良

担手付域形土器

{間々の特徴 色間 Ilf，'Lcm ífffi~ (型空中

大;;¥fB

灰色砂肘

番号 !~ " 
111 cm 

6.5 I (11縁部) 少し内汚し、端部で-~至福色コ

6.5 I :;:浮くなり丸くとじる。内外出と 外面白部(土、

もにナデ調整。 赤泊色

(f本部 1"古1Iで、少しひろがるが、(精良な求，Ii+つ

(1ぼ垂直で中位に把子がつく。

外面は刷毛目、内面はナ

が方包されてLミるが、

16 

が強く

色調。 !lf，'土cmI備考 Ul'，土地.!，;~;{v:) 個々の特徴

([1古手当日) r大して端u!jは内ftfI

7.1 I [討をもってとじる ο

I (f本部) 外而は縦方向の刷毛l-l

(が施されているが大部分が消え 19.8X8の黒色

:ている。 4条の粘土紐接合肢が IJ対。

|残っている。 o1程度のi沙
I (氏部) 平出に近いっ内面はヘ;粒を台み、や

I '7 ì~Jjりの後すデ調整が施されて:やl![)\'ft 
| 川yりが認められ、氏のー!

一上-~部D" (;ì:7竺\，~ 0 

茂樹色を忠し|大

11怜より|灰色砂!?j

にかけて

17 

」一一一 一一

η
t
u
 

η
J
 



口径 16.8 (口高芸部) 少し内考し、端部で 黄褐色で部分 大溝B

資ロロ+I苛 8.1 薄くなり丸くとじる O 的に赤茶樹色。 灰色砂層

(体部) 外面は、縦方向の刷毛 10 X 7.5の黒

目が施され、粘土紐接合痕、指 色斑。

18 [E痕が残る。 0.1程度の砂

内面は、ヘラ削りの後、ナデ謂 粒を含む。

整が施されている O

(底部) 丸底で乱方向の刷毛目

カサ包されている。

土師器葺

番号 法量 cm {固 々 の 特徴 色調・胎土cm 備考(出土地・層位)

口径 9.7 (口頚部) 基部よりややまっす 全体に赤っぽ 大溝B

1呈並Z区f~百~ 12.2 ぐに上方にのびであ叶、長い口 い茶褐色。 灰色砂層

胴径 12.0 頚部は端部にてやや外考する。 0.1~0.3の砂

口頚
4.2 
内外面ともにナデ調整が施され 粒を含む。

部高
ている。

19 
胴部
8.0 (胴部) 最大径を中位に有する

品

丸底の球形の器体は、外国はへ

ラ削りが少し残るが摩耗がひど

い。内面はヘラ削りの後、ナデ

調整が施されている粘土紐接合

痕を 3条残す。

土師器高杯

番号 法皇 cm 個々の特徴

色調 樹胎r士白のc砂。n1けl備火こ溝色ξ砂B出層土地 用住)
口任 17.5 I (杯部) 浅い杯部で1底部と口縁 淡!夫黄

裾部 12.8 部の境界がなく郡部から外上方 0.3以

f壬 にのびて口縁端部に至る O 内外 粒を多く含む

(推定両ともlナデ調整が施されてい が0.1以下の
20 器高 14.2 
(:tt主定) るO ものが特に多

杯部 3.7 
(脚部) 脚本主部からゆるやかに しミ。

I冒J (内) 裾部に至る。脚柱部外面は回転

(5外0)||i ヲli欠f制央整がB泡されている。財部
している。

A
性



l口径 16.5 I (杯部) 浅い杯部で脚部から外 赤みのある茶 大溝8

裾径部 12.7 上方へのび、口縁端部でやや 褐色。 灰色砂層

(推定) 立ち上がる。杯部と脚部のっけ 0.1~0.6の砂

宿高 14.5 iねに指一圧痕が残る O 内面は、ヘ 粒を多く含む。

(推定) ラ削りの後ナデ調整が施され指

杯部 圧痕が残る O

I口51 
5.3 
外面は、刷毛目が施されている

21 が、摩耗の為、大部分消えてい

る。
、A

(脚部) 脚柱部上半が中実の脚

音日で、駄.Pt圭音日はほとんど開がらすご

裾部で聞がり、脚柱部に縦方向

の刷毛目が施され、裾部は欠失

している。

口径 16.4 (杯部) f宛形で内外面共に回転 赤茶褐色。 大溝B

裾径部 11.2 ナデ調整が施され、外面は縦方 0.1~0.2の砂 灰色砂層

向の刷毛目が脚部とのつけねに 粒を含む。
器高 16.3 

みられる。
杯部 5.0 (脚部) 脚柱部上半が中実の脚
品

22 部で脚柱部はほとんどひろがら

ずに裾部でひろがり、脚柱部を

にぎりしめた痕跡があり、斜方

面及び縦方向の刷毛日が施され

裾部は縦方向の脱毛目で端部は

ゆるくナデ調整が施されている。

長嗣聾

番号 法量 cm (国 々 の特徴 色調・ !Jfi土cm 備考(出土地・層位)

口径 20.8 (口縁部) 傾斜する口縁部は、 'A褐色。 大溝B

胴径 25.6 「く」の字に外折し外皮ぎみに外 0.1~0.4程度 灰色砂層

器高 35.4 上方へのびてとじる。内外面共 の砂粒を含む。

23 
にナデ調整が施され、内面は不 日同音日に27X18

規則な横方向の刷毛目が施され、 の黒色斑。

て:fo'り外面は指圧痕を認める。

(~同部) 胴長で最大径を中位よ

りやや下にもつ丸匿の器体。
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23 

24 

1 rFf立より下にゆるやかな手受をもっ。
外面は全体に不規則な縦方向の

刷毛目が施され、底部は乱方向

の細い刷毛日が施されている。

内面はヘラ削りの後、指整形し

てしミる。

日佳 18.9 I (口縁部) Iく」の字に外折し外十黄褐色。 I大溝B

mi~径 22.7 I反ぎみに外 k方へのびてとじる。|外面はl阿部半 IJ灰色砂層

器高 35.21内外面ともにナデ調整が施され|面に黒褐色札

内面には、刷毛目がわずかに残

るO

(腕部) 胴長の器体で丸底外面

は、全体に縦方向の刷毛目が施

され、底部は乱方向の刷毛日が

施されている。 内面はヘラ削り

の後、ナデ調整が施されている。

ト一一寸一一

25 

26 

口径 22.5 

1何?王 25.1

器高 41.0 

(推定)

U 径 20.5

miiJ筏 25.事

器rflj 40切O
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須恵器杯身

ト土JT己J 々の特徴
「l径 123;(哨i) 内傾して続くたち
器高 3.9 :端部は丸くとじる。

たちあ()0 受部) 外上一方ヘ突出し、端部
がり n':d

句ヨ |は丸くとじる。
疋主:立R

27 I在ロド 14.4 I (体部) 比較的浅く、底古川、
調整されておらず、受部との間

lこ段をもっ O

内面は、回転ナデ調整が施され

ている。

ト一一一一斗ー

l 色調・胎二l::cm!備考(出I土地'1J&1位)

青灰色コ :大溝B

ごく少量の[沙:淡黄掲告砂層

粒を合むコ

精良な粘土で、

焼日立は堅f致c

口径 12.4 

l器高 4固O

(口頚部) 外上方へのびる。口|肌色。 I大溝B

縁部の端部は丸くとじる。内外|外面は黒色塗 I~炎黄褐色砂層

面ともに回転ナデによる調整が|付物が付着。

28 

たちあ
0.9 

がり高 I .1-L，_， _ 1 _ ______ 
j ~lj : Jj短されている。 1 精良な粘土を

2部 14.4 I (底部) やや丸い底は未調整で|使用し、焼成
粗い。外出底部は回転ナデ調整|は堅撤す

が施されている。 内面はl町を右

lすふ

口怪 12.品川口頚部) 内傾したのち短くた

器高 4.3 Iち、端部は丸くとじる。

El灰色コ |大~B

精良な粘土で|淡黄紘j色砂層

たちあ
わ :; 0.9 

カf り r~j

受部
f王

(受部) ほぽ水平に短く突出 9- あるが、たち

る受古11は、基部に凹部をもち端 iあがりに O.品

15.1 Iltliは鈍い陵をもっ。 I~O. 7の小石、

(体部) 比較的浅いo 外面は、 I 2個混入して i29 

受部から底部にかけて3段くら川、る。

いのゆるやかなFltをもち、 1111転 1*克h支はI15徴。

ナデ調整が施されている。内面

は、回転ナデ、調整が施され、 I十1

央底古11に窪みをもっ C

3真意器長頚壷

ヴ

d
q
J
 

色調.JJt，'土cm

中位にかけて



部から胴部にかけでなだらかな 灰色。

ふくらみをもっ丸底の器体。胴 胴部以下から
惨禍

部、底部ともヘラ削りのあとナ
底にかけ暗灰

30 I |デ調整を施しているが底部の調
色。

0.1~0.3の砂
整は組く指圧痕が残っている。

粒を含む。精
内面底部は棒による刺突が多数 良な粘土で焼

みとめられる。 成l土堅徴。

灰柚皿

番号 法量 cm 個々 の特徴 色調・胎土cm 備考(出土地・層位)

口径: 12.3 (口縁部) 上外方にのび端部は 白灰色。 G-07 大溝A

器高 2.6 丸い。 精良な粘土。 褐色砂質土

品台 6.5 (底部)
浅く平ら。 焼成は良好で

窪
(高台) 体部との境より八の字 堅織。

31 形に張り出して付す。

マキアゲ、ミズピキ成形。

(底部) 糸切り調整。他は回転

ナデ調整。

高台はハリツケO

黒色土器

番号 法量 cm 個々 の特徴 色調・胎土cm 備考(出土地・層位)

口径 14.0 (口縁部) 外上方へのびる O 外面は明赤褐 大溝A

器高 5.2 口縁部の端部は丸くとじる。 色。 褐色砂質土

高台
7.3 
(底部) 平坦な底部で内奇ぎみ 内面は黒色。

径
に立ち上がる。 0.1~0.5の砂

(高台) ゴ角形の断面を呈する 粒を含む。

高台をもっ O 焼成は良好。
32 

体部外面は成形時の指圧痕が明

瞭に見える O

口縁部及び体部内面はヨコナデ

を施している。

高台は、粘土紐を指で押えなが

らはりつけた後ヨコナデを施す。

O
D
 

q
J
 



口f壬 15.8 (口縁部) 底部から直線的に外 内外面とも黒 大溝A

奇ロロー問1 6.3 反する体部でrJ市.'&;.部端部はとが 色。 褐色砂質土

向台
7.4 
り気味にとじる。 焼成はやや良

f王
(底部) やや平坦で、内奇ぎみに 立fコ

立ち上がる。

(高台) 断面が台形を呈して低

33 し'0
底部外面をヘラ削りし、その上

に粘土紐をはりつけによる高台

を指押えでつけ、ヨコナデを方包

す。

口縁部から体部内面にかけてヨ

ゴナテ¥底部内面はナデを施す。

口怪 13.6 (口縁部) 外上方へのびる。 外面は明赤褐 大溝A

器高 5.7 口縁部で口縁に l条の沈線を施 色。 褐色砂質土

品台 7.3 iす。 内面は黒色。
径

(底部) 平坦な底部で内写ぎみ 0.1~0.5の砂

に立ち上がる O 粒を含む。

(高台) コ角形の断面を呈する 焼目立は良好。

高台をもっ O

34 体部外面は成形時の指圧痕が認

められる O

口縁内部にへラケズリを施して

いる。

外面はヨコナデを』垣す。

高台は、粘土紐を指で押えなが

らはりつけた後、ヨコナデを施

す。

須恵器高杯

番号 法量 cm 個々 の特徴 色調・胎士:cm 備考(出土地・層位)

裾部
6.5 
(脚部) 基部より外反したのち 白灰色。 大溝B

f壬
裾部でフk平に聞き、さらに短く ごく少量の砂 淡黄褐色砂層

35 
残高 4.8 

垂直におりで端部につづく。裾 粒を含む。

部より少し上方に径0.6の円孔 焼成はやや軟

を3ケ所穿つ。穿孔は外面から }上子)子¥ 0 

一四一



無蓋高杯

番号 法量 cm

口径 1l.9 

据径部 8.8 

器高 10.4 

杯部 5.9 
fr:元

36 

胸部 12.5 
f壬

須恵器無蓋高杯

番号 法量 cm

LH~ 10.0 

裾音11 9.事f壬

~~高 1 1. 3

杯部 7.7 
国j

日f又セ同立口1I 11.2 

内面へ向けて行なっている。脚

部と裾部に段をもっ器形。

{国 々 の 特徴

(口縁部) 垂直にのび端部は丸

い体部中央に2条の沈線が施さ

れている。

(脚部) 下外方に開き裾部で短

く水平にのび下方に屈曲し端部

は丸い。内外面共に同転ナデ調

整が施され、ロクロは右回転で

ある O 外底面を貼り付けた時に

回車止ナテ、による調整が施されて

いるカ対青巧ではない。低体や部丸いは。 I

深く未調整のままで、や

{国 々 の特

(口縁部) やや内ft互にのびた後

垂直にのび、端部は丸い。

(ij同部) 中位よりやや 1:方に2

の沈線が施されている。最大

[荏を配有し基部川て

ゆるやかな段をもち、股川主部よ

り外ブjし裾部から端部近くで段

を成す。内外面共に同転ナデ調

整を施され、内面底部は未調繋

のままである。

-40 

色調・胎土cm 備考(出土地・層住)

外は紫灰色。 大溝B

内は暗灰色。 暗灰色粘土層

0.1~0.2のE少

粒を含み精良

な粘土で焼成

は堅級。

色調@ 也・層{立)

時灰色。 大j再B

ごく少量の砂 掲色砂'llt~t: 

粒を含む。

精良な粘土で

焼成は堅徴。



聾

番号 法量 cm {閏 々 の特徴 色調・胎土cm 備考(出土地・風位)

口径 20.5 (口縁部) 「く」の字に外折し内 黄褐色。 大溝B

胴径 18.5 反ぎみに外上方へのびる長い口 胴部は茶褐色 褐色砂質土

器高 25.0 縁部は端部で丸くとじる。 で全{本にスス

(推定) (胴部) 最大径を中位にもつ器 が付着、内面

38 体で、外面は肩まで縦方向、中 は黒褐色。

位下は乱方向の刷毛目を施す。 焼成は軟質。

d 内面は、へラナデ調整が施され

指圧痕が残る。底部は欠失して

pる。

口径 19.7 (口縁部j 基部はくり返しのナ 口縁部鍔は、 大溝B

胴径 21.3 デのために外考し、ゆるやかに 赤っぽい黄褐 灰色砂層

器高 30.9 外反する O 端部では、方形ぎみ 色。
(推定) におさまり陵をもっ O ナデ調整 胴部は茶褐色

口車蒙
3.0 が施されている。口縁部と胴部 で全体にスス

部高

主号f圭 25.4 
のつけ根に鍔がつき水平にのび が付着。

39 端部で丸くとピる。 内面は黄褐色。

(胴部) 胴長の器体で丸底。全 0.1~0.2の砂

体に縦方向の刷毛目が施され底 粒を含み軟質。

部は欠失している O 内面はヘラ

削りののちナデ調整が施されて

いるが粗雑な調整で指圧痕が残

るO

土師器大鉢

番号 法量 cm f囲 々 の 特徴 色調・胎土cm 備考(出土地・層位)

口径 34.2 (口縁部) ほぼ直線的にやや外 赤っぽい黄褐 大j誇B

器高 39.3 反しながら上方にのびる体部、 色。 灰色砂層

胴径 32.3 口縁部を有す。 内面は全体的

40 口縁端部は、やや内傾しながら
にススが付着

している O
尖がり気味におわる O

0.1~0.3程度
(底部) 外面はへラケズリを行 の砂粒を含む。

い底部は欠失している。 焼成は軟質。

41 



40 

(体部) 外面全体に縦方向の刷

毛目を施され、内面接合痕が明

瞭に見られ、ヨコナデ調整が施

されている O

刷毛目の施し方については、大

空同様で、ある O

-42-
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